
参考資料４ 第５次青森県循環型社会形成推進計画項目（案）

重点取組

変更内容 備考

章 節 項 章 節 項

1 1
1 1
2 2
3 3

2 2
1 1 項目整理 項から節にする

1 1 項目整理 目から項にする
1 排出及び処理の現状 2 ごみ処理体制の現状 項目整理 目から項にする
2 ごみ処理体制の現状 3 ごみ処理経費の現状 項目整理 目から項にする
3 ごみ処理経費の現状 4 目標達成状況 項目整理 目から項にする
4 目標達成状況 5 ごみ処理の課題 項目整理 目から項にする
5 ごみ処理の課題 6 ごみに係る将来予測 項目整理 目から項にする
6 ごみに係る将来予測

2 2 産業廃棄物の現状と課題 項目整理 項から節にする
1 排出及び処理の現状 1 排出及び処理の現状 項目整理 目から項にする
2 処理体制の現状 2 処理体制の現状 項目整理 目から項にする
3 不法投棄等の現状と課題 3 不法投棄等の現状と課題 項目整理 目から項にする
4 目標達成状況 4 目標達成状況 項目整理 目から項にする
5 処理の課題 5 処理の課題 項目整理 目から項にする
6 将来予測 6 将来予測 項目整理 目から項にする

3 食品ロスの現状と課題 移動 青森県食品ロス削減推進計画（現状部分）。旧
5章1節から移動

1
2

2 移動 資料編に移動
1

1 本県における物質フロー
2 物質フローの各指標について
3 廃棄物等の種別ごとの循環利用量等

2
1 資源生産性の向上
2 循環利用量及び最終処分量等の改善
3 物質フローの改善

3 3 章を分割 目標値の場所が分かりづらいので、旧3章をイ
メージ（基本理念）と、目標値に分割

1 1

1 2 旧地域循環共生圏＋循環経済の考えを取り入
れて記載変更

2 3 同上　アップサイクルなどもここに入れる

3 4 自然との共生と適正な物質循環の確保 同上　脱炭素、「ネイチャー・ポジティブ」に関す
る内容も入れる

4
2 4 循環型社会形成のための目標 章を分割 目標値の場所が分かりづらいので、旧3章をイ

メージ（基本理念）と、目標値に分割
1
2 2　　産業廃棄物処理の目標
3 食ロス、プラ関係

4 5 項目整理 施策の方向性と各主体の役割・取組が混然と
なっているので、分割する。重点取組もここに
組み入れる。

1 1 計画期間中の重点取組

1 1 追加 循環経済の対応を踏まえた事業者連携もここ
に入れる

2 2 新規 処理困難物への対応、高齢者や外国人の対
応含む

1 プラスチック資源循環の推進 3

2 食品ロス削減対策の推進 4 旧第５章とまとめ、この部分を「青森県食品ロ
ス削減推進計画」とする。

3 行政・民間事業者等各主体の連携強化
2

1
2 2　　産業廃棄物処理の目標

3 3　　関連目標産業廃棄物の３R＋の推進
4

節を分割 「リサイクル関連産業の振興」から独立させる。
農林水産部の旧「青森県バイオマス活用推進
計画」（平成23年）を継承した部分（第4次計画
から）

5 削除

6 海岸漂着物もここに含む

7
旧６章1節より移動　「持続可能なごみ処理体
制の整備推進」の部分にあるが、ごみ処理広
域化・集約化計画と一緒になっており、統一感
がないので当章にまとめる。

8
10 旧4章5節から移動

食品ロスの現状
課題と基本的な方向

食品ロス削減対策の推進

行政・民間事業者等各主体の連携強化によ
る３R＋の推進

4　リサイクル関係産業の振興
5　バイオマスの利用促進

6　廃棄物の適正処理の推進

８　災害廃棄物対策

9　環境教育・環境学習の推進

施策の方向性

環境に配慮した事業活動とリサイクル製品の普
及拡大

7　不法投棄防止対策の推進

市町村が抱える地域課題の解決

一般廃棄物の３R＋の推進

1　　一般廃棄物処理の目標

3　　関連目標

個別のリサイクル法による取組

産業廃棄物の３Ｒの推進
リサイクル関連産業の振興

環境公共の推進

廃棄物の適正処理の推進

不法投棄等防止対策の推進

環境教育・環境学習の推進

関連目標

基本方向

計画期間中の重点取組

一般廃棄物の３Ｒの推進

循環経済への移行による持続可能な地域づくり

プラスチック資源循環の推進

環境に配慮した事業活動とリサイクル製品の
普及拡大
自然との共生と適正な物質循環の確保

重点取組の推進

循環型社会形成に向けた現状と課題

第４次計画

計画の概要
策定の趣旨
計画の性格と位置付け
計画期間

廃棄物処理の現状と課題
一般廃棄物の現状と課題

産業廃棄物の現状と課題

物質循環の現状と課題
物質フローの現状

物質フローから見た本県の課題

循環型社会形成のための目標

一般廃棄物処理の目標
産業廃棄物処理の目標

目指すべき循環型社会のイメージと目標

本県が目指す循環型社会のイメージ

「もったいない」の考え方に即したライフスタイ
ル・ビジネススタイルへの転換
地域の特性に応じた地域循環共生圏の構築

施策の方向性と各主体の役割・取組

施策の方向性

県の役割・取組

第５次計画

計画の概要
策定の趣旨
計画の性格と位置付け
計画期間

循環型社会形成に向けた現状と課題
一般廃棄物の現状と課題

排出及び処理の現状

目指すべき循環型社会のイメージ（基本理念）

「もったいない」の考え方に即したライフスタイル・
ビジネススタイルへの転換

1 / 2 ページ



参考資料４ 第５次青森県循環型社会形成推進計画項目（案）

変更内容 備考

章 節 項 章 節 項

第４次計画 第５次計画

3 6 項目整理 施策の方向性と各主体の役割・取組が混然と
なっているので、分割する。重点取組への各主
体の役割もここに位置づける。（県民と、事業
者・NPOは分割する）

1 1
2 2
3 3
4 4

4
1
2
3

5 移動 5章10節へ移動
1
2
3
4
5
6

5 項目整理 章として独立させず、各章で扱うこととする
1 移動 2章３節へ移動

1
2

2 移動 5章1節（重点取組）及び6章１～4節（各主体の
役割・取組）に分割

1
2
3
4
5

6 7 青森県ごみ処理長期広域化・集約化計画
1 移動 ４章２節へ移動
2

1 1 項目整理 項から節にする
2 2 項目整理 項から節にする

1 項目整理 目から項にする
2 項目整理 目から項にする

3 項目整理 目から項にする

4 項目整理 目から項にする

3  項目整理 章の前文に移動
7 8

1 1
1 1

2 2

3 3
2 2

1 1

2 2

3 3
3　　関連目標

1
2

3 4　リサイクル関係産業の振興

物質循環の現状と課題
物質フローの現状
物質フローから見た本県の課題

産業廃棄物の種類別・業種別の処理の状況

一般廃棄物の排出及び処理の状況

地域別の処理の状況

全国各都道府県の「排出・資源化・最終処分」
に関する指標（平成３０年度実績）

県内市町村の「排出・資源化・最終処分」に関
する指標（平成３０年度実績）処理施設の現
状

産業廃棄物の排出及び処理の状況

目標年次等

ごみ処理広域化・集約化の方向

県民・事業者・ＮＰＯ等の役割・取組

計画の推進

建設リサイクル法

県民
事業者
ＮＰＯ等の民間団体

個別のリサイクル法による取組
容器包装リサイクル法

重点取組の推進

市町村の役割・取組

地域特性に対応した３Ｒの推進

家電リサイクル法
食品リサイクル法

ごみ処理広域化・集約化の目的

現状及び基本的な方向

小型家電リサイクル法

市町村の取組
県民の取組
事業者の取組
ＮＰＯ等の民間団体の取組

持続可能なごみ処理体制の整備推進
災害廃棄物処理対策
ごみ処理広域化・集約化に向けた方針

食品ロスの現状
基本的な方向

県の取組

各主体の取組

環境教育・環境学習の推進
一般廃棄物処理の計画的な取組の推進

各広域ブロック内におけるごみ処理の単位ごとの
将来予測

本計画で対象とする産業廃棄物

地域別の処理の状況

県の役割・取組

産業廃棄物の種類別・業種別の処理の状況

地域別の処理の状況

各広域ブロック内におけるごみ処理の単位ごとの
将来予測

計画の推進

一般廃棄物の排出及び処理の状況
全国各都道府県の「排出・資源化・最終処分」
に関する指標（令和５年度実績）

 

ごみ処理長期広域化・集約化の目的
ごみ処理長期広域化・集約化の方向

ごみ処理の広域化、処理施設の集約化に向けた方針

資料編

県内市町村の「排出・資源化・最終処分」に関
する指標（令和５年度実績）処理施設の現状

地域別の処理の状況
産業廃棄物の排出及び処理の状況

本計画で対象とする産業廃棄物

広域ブロックごとのごみ排出量の将来予測

各ブロックにおけるごみ処理長期広域化・集
約化に向けた方針

循環型社会の形成に向けた各主体の役割

市町村の役割・取組
県民の役割・取組
事業者・NPOの役割・取組

資料編

広域ブロックの考え方
ごみ処理広域化・集約化に向けた各主体の
役割

食品ロス削減対策の推進

自動車リサイクル法
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